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1. 化学品及び会社情報 

製品名 : リニアレン１６８ 

化学品の名称 : （1-ヘキサデセンと 1-オクタデセンの混合物） 

CAS 番号 : 629-73-2, 112-88-9 の混合物（第３項参照） 

推奨用途及び使用上の制限 

推奨用途 : 合成材料、重合原料 

使用上の制限 : 産業利用に限る 

会社情報 

製造業者 出光興産株式会社 

〒100-8321 東京都千代田区大手町一丁目２番１号 

電話 0120-132-015 

緊急連絡電話番号 : 03-3213-3634 

2. 危険有害性の要約 

GHS 分類 

健康有害性 誤えん有害性 区分 1  

 
 

絵表示 (GHS 

JP) 

 

     

注意喚起語 (GHS JP) : 危険 

危険有害性 (GHS JP) : 飲み込んで気道に侵入すると生命に危険のおそれ (H304) 

注意書き (GHS JP) 

応急措置 : 飲み込んだ場合:直ちに医師に連絡すること。(P301+P310) 

無理に吐かせないこと。 (P331) 

保管 : 施錠して保管すること。 (P405) 

廃棄 : 内容物、容器を国、都道府県、市町村の規則に従った場所に廃棄すること。 (P501) 

他の危険有害性 

GHS で扱われない他の危険有害性 : 第 4 類 引火性液体 第三石油類非水溶性液体 
 

3. 組成及び成分情報 

化学物質・混合物の区別 : 混合物 

化学名 : 1-ヘキサデセンと 1-オクタデセンの混合物 

IUPAC 名 : hexadec-1-ene と octadec-1-ene の混合物 
 

 

化学物質名 濃度 (%) * 化学式 
官報公示整理番号 

CAS 番号 
化審法番号 安衛法番号 

1-ヘキサデセン 

(1-Hexadecene) 
54 – 60 C16H32 (2)-27 (2)-27 629-73-2 

１-オクタデセン 

(1-Octadecene) 
40 – 46 C18H36 (2)-27 (2)-27 112-88-9 

* As α-olefins (C16H32/C18H36) 
 



 

リニアレン１６８ 
整理番号: LINEALENE_168_JP03(JP)_20210824 

 

 

  2/6 

4. 応急措置 

応急措置 

応急措置 一般 : 直ちに医師の診察を受ける。 

吸入した場合 : 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

皮膚に付着した場合 : 皮膚は多量の水で洗浄する。 

眼に入った場合 : 予防措置として水で眼を洗う。 

飲み込んだ場合 : 無理に吐かせてはいけない。 

直ちに医師の診察を受ける。 
 

急性症状及び遅発性症状の最も重要な兆候及び症状 

症状・損傷 飲み込んだ場合 : 飲み込んで気道に侵入すると生命に危険のおそれ。 

肺水腫のリスク。 
 

医師に対する特別な注意事項 

医師に対する特別な注意事項 : 対症的に治療すること。 

5. 火災時の措置 

適切な消火剤 : 水噴霧、乾燥粉末消火剤、泡消火剤、二酸化炭素 

使ってはならない消火剤 : 強い水流は使用しない。 

爆発の危険 : 引火性・爆発性蒸気-空気混合物を形成することがある。 

火災時の反応性 : 熱分解により次のものを生成する:一酸化炭素、二酸化炭素(CO and CO2)。 

火災時の危険有害性分解生成物 : 有毒な煙を放出する可能性がある。 

特有の消火方法 : 火災の場合:区域から退避させ、爆発の危険性があるため、離れた距離から

消火すること。 

水噴霧や霧水で熱にさらされた容器を冷却する。 

消火時の保護具 : 適切な保護具を着用して作業する。 

自給式呼吸器。完全防護服。 
 

6. 漏出時の措置 

人体に対する注意事項、保護具および緊急時措置 

一般的措置 : 十分に換気すること。 

適切な保護具を着用して作業する。 
 

非緊急対応者 

応急処置 : 漏出エリアを換気する。 
 

緊急対応者 

保護具 : 適切な保護具を着用して作業する。 

詳細については、第 8項の「ばく露制御/個人保護」を参照。 
 
 

環境に対する注意事項 

環境に対する注意事項 : 環境への放出を避けること。 
 

封じ込め及び浄化の方法及び機材 

浄化方法 : 吸収剤の中で拡散した液体を吸収する。 

その他の情報 : 物質または固形残留物は公認施設で廃棄する。 

7. 取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

技術的対策 : データなし 
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安全取扱注意事項 : 作業所の十分な換気を確保する。 

個人用保護具を着用する。 

接触回避 : データなし 

衛生対策 : この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。 

製品取扱い後には必ず手を洗う。 
 

保管 

安全な保管条件 : 火の気のない場所で保管する。 

施錠して保管すること。 

換気の良い場所で保管すること。 

涼しいところに置くこと。 

安全な容器包装材料 : データなし 

混触禁止物質 : 強力な酸化剤。 

8. ばく露防止及び保護措置 

設備対策 : 作業所の十分な換気を確保する。 

保護具 

呼吸用保護具 : 換気が不十分である場合、適切な呼吸器を着用する。 

手の保護具 : 保護用手袋 

眼及び／又は顔面の保護具 : 安全メガネ 

皮膚及び身体の保護具 : 適切な保護衣を着用する。 

個人用保護具シンボル 

 

環境へのばく露の制限と監視 : 環境への放出を避けること。 

9. 物理的及び化学的性質 

物理状態 : 液体 

外観 : 無色透明液体 

分子量 : - - 

(参考 1-ヘキサデセン 224.4 g/mol、1-オクタデセン 252.6 g/mol) 

色 : 無色 

臭い : 炭化水素臭 

pH : データなし 

融点 : - -  

(参考 1-ヘキサデセン 4.1℃、1-オクタデセン 17.6℃) 

凝固点 : データなし 

沸点又は初留点及び沸点範囲 : - -  

(参考 1-ヘキサデセン 289℃、1-オクタデセン 319℃) 

引火点 : 154 ℃ (Cleveland open-cup)、134℃ (Pensky-Martens closed-cup) 

自然発火点 : データなし 

分解温度 : データなし 

可燃性 : 第 4 類引火性液体 第三石油類 非水溶性液体 

蒸気圧 : データなし 

（参考 1-ヘキサデセン 0.123 Pa @25℃、1-オクタデセン 0.009Pa @25℃, 

ECHA data) 
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相対蒸気密度 (20 °C) : 8.1 

密度 : 0.784 g/cm³ (20°C) 

溶解度 : 水: データなし 

(参考 1-ヘキサデセン 1.44 ug/ml、1-オクタデセン 0.151 ug/L (@25℃, 

ECHA data) 

n-オクタノール/水分配係数 

(Log Kow) 

: データなし  

(参考  1-ヘキサデセンン 8.06 @20℃ and 1-オクタデセン >8 (ECHA data) 

爆発下限界及び爆発上限界／

可燃限界 

: データなし 

（参考  1-ヘキサデセンン 0.5 – 5.4 vol %） 

粘性率 : 3.55 mPa·s (at 20 ℃) 

動粘性率 : 2.96 mm²/s (at 40℃) 

粒子特性 : データなし 

10. 安定性及び反応性 

反応性 : 通常の使用、保管、運送の状況下では、当製品は反応しない。 

化学的安定性 : 通常の条件下では安定。 

危険有害反応可能性 : 強酸化剤、および酸と反応する。 

避けるべき条件 : 過熱。 

混触危険物質 : 強酸。酸化剤。 

危険有害な分解生成物 : 通常の使用条件及び保管条件下において、有害な分解生成物は生成されない。 

11. 有害性情報 
 

本製品についてのデータがないため、構成成分のデータから以下のとおり、推定した。 

急性毒性 (経口) : 区分に該当しない 

急性毒性 (経皮) : 区分に該当しない 

急性毒性 (吸入) : 分類できない (粉じん（塵）、ミスト) 
 

1-ヘキサデセン (629-73-2) 

LD50 経口 ラット > 10000 mg/kg 

LD50 経皮 ウサギ > 10000 mg/kg 

LC50 吸入 - ラット > 8.5 mg/L (Exposure time: 1 h) 
 

１-オクタデセン (112-88-9) 

LD50 経口 ラット > 10000 mg/kg 

LD50 経皮 ウサギ > 10000 mg/kg (IUCLID) 

LC50 吸入 - ラット 2.1 – 46.3 mg/L (ECHA data) 注 分類できない。 
 

皮膚腐食性／刺激性 : 区分に該当しない(2 成分とも”Not irritating”(ECHA)となっている) 

眼に対する重篤な損傷性／眼 

刺激性 

: 区分に該当しない(2 成分とも”Not irritating”(ECHA)となっている) 

呼吸器感作性 : 感作性なし（2成分とも”Not sensitising”(ECHA)となっている) 

皮膚感作性 : 感作性なし（2成分とも”Not sensitising”(ECHA)となっている) 

生殖細胞変異原性 : 分類できない (データ不足) 

発がん性 : 分類できない (データ不足) 

生殖毒性 : 分類できない (データ不足) 

特定標的臓器毒性(単回ばく露) : 分類できない (データ不足) 

特定標的臓器毒性(反復ばく露) : 分類できない (データ不足) 

誤えん有害性 : 飲み込んで気道に侵入すると生命に危険のおそれ 

炭化水素で動粘性率が 40℃で 20.5 mm2/s 以下のため、 

吸引性呼吸器有害性は区分１とした。 
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リニアレン１６８ (629-73-2, 112-88-9) 

炭化水素 該当 

動粘性率 4.53 mm²/s (at 20℃, 計算値) 
 

 

12. 環境影響情報 

本製品についてのデータがないため、構成成分のデータから以下のとおり、推定した。 

生態毒性 

水生環境有害性 短期（急性） : 分類できない (データ不足) 

水生環境有害性 長期（慢性） : 分類できない (データ不足) 

1-ヘキサデセン (629-73-2)  データなし 
 

 

１-オクタデセン (112-88-9) 

LC50 - 魚  > 1000 mg/L (Oncorthynchus mykiss, IUCLID) (Exposure time: 96 h) 

EC50 - 甲殻類 > 1000 mg/L (Daphnia magna, IUCLID, Exposure time: 48 h) 

EC50 72h - 藻類  > 1000 mg/L (Desmodesmus subspicatus, IUCLD) 

n-オクタノール/水分配係数 (Log 

Kow) 

> 8 (OECD Guideline 117) 

残留性・分解性： 分類できない (データ不足) 
 

1-ヘキサデセン (629-73-2) 

残留性・分解性 100%生分解性。 

１-オクタデセン (112-88-9) データなし 
 

生体蓄積性 分類できない (データなし) 

土壌中の移動性 データなし 

オゾン層への有害性 

オゾン層への有害性 : データなし 

その他の有害な影響 : データなし。 

13. 廃棄上の注意 

廃棄方法 : 許可を得た収集業者の分別回収に準拠して内容物/容器を破棄する。 

残余廃棄物 : 管轄当局の規制に準拠して廃棄する。 

汚染容器及び包装 : 現行の法律、規制、指令に準拠する。 

地域の廃棄規則 : 管轄当局の規制に準拠して廃棄する。 
 

14. 輸送上の注意 
 

国際規制 

道路輸送 

(UN RTDG) 

海上輸送 

(IMDG) 

航空輸送 

(IATA) 

国連番号 

規制されていない 規制されていない 規制されていない 

国連正式品名 

規制されていない 規制されていない 規制されていない 

輸送危険物分類 
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規制されていない 規制されていない 規制されていない 

容器等級 

規制されていない 規制されていない 規制されていない 

環境有害性 

規制されていない 規制されていない 規制されていない 

 

海洋汚染物質 : 非該当 

 

MARPOL 73/78 附属書 II 及び IBC コードによるばら積み輸送される液体物質 

IBC コード製品名 :  Olefins (C13+, all isomers) 

IBC コード :  適用される 

船種 :  タイプ 2 

汚染物質カテゴリー :  Y 

 

国内規制 

その他の情報 :  補足情報なし 

15. 適用法令 

国内法令 

化審法 : 非該当 

労働安全衛生法 : 非該当 

毒物及び劇物取締法 : 非該当 

消防法 : 第４類引火性液体第三石油類非水溶性液体（法第２条第７項危険物別表第１） 

海洋汚染防止法 : 有害液体物質（Ｙ類物質）（施行令別表第１） 

オレフィン（炭素数が五から七まで又は十三以上のもの及びその混合物に限

る。） 

化学物質排出把握管理 

促進法(PRTR 法) 

: 非該当 

 

16. その他の情報 

参考文献 : 参考文献、非公開弊社保有試験結果等。ECHA (欧州化学機関)。 

 

この SDS は JIS Z 7253(2019)に準拠する。 この安全データシートに記載されている情報は、その発行日時点に

おいて、我々が知る限りにおいて、および信じるところにより正確であることを証明する。 ここに記載する情

報は、安全な取り扱い、使用、処理、保管、運搬、廃棄、および放出を安全に実施することを目的としてのみ提

供されており、保証または品質仕様を表しているものではない。 この情報は、指定された特定の物質にのみ関

連するものであり、何らかのプロセスで指定外に他の物質と共に使用した場合、その妥当性は排除される。 


